
2 サムエル 20:14-15 
 

20:14 シェバは、イスラエルの全部族の
うちを通って、アベル•ベテ•マアカへ行
った。すべてのベリ人が集まって来て、
彼に従った。 20:15 人々は、アベル•ベ
テ•マアカに来て、彼を包囲し、この町
に向かって塁を築いた。それは外壁に向
かって立てられた。ヨアブにつく兵はみ
な、城壁を破壊して倒そうとしていた。 

2 サムエル20:16-22 
 

20:16 この町から、一人の知恵ある女
が叫んだ。「聞いてください。聞いて
ください。ヨアブにこう言ってくださ
い。『ここまで近づいてください。あ
なたにお話ししたいのです。』」 
 

20:17 ヨアブが彼女の方に近づくと、
この女は言った。「あなたがヨアブで
すか。」彼は言った。「そうだ。」女
は言った。「このはしためのことばを
聞いてください。」彼は言った。「よ
し、聞こう。」   20:18 女は言った。
「昔、人々は『アベルで尋ねよ』と言
って、事を決めました。 20:19 私は、
イスラエルのうちで平和な、忠実な者
の一人です。あなたはイスラエルの母
である町を滅ぼそうとしておられます。
あなたはなぜ、主のゆずりの地を、呑
み尽くそうとされるのですか。」20:20 
ヨアブは答えて言った。「とんでもな
い。呑み尽くしたり滅ぼしたりするな
ど、とんでもないことだ。20:21 そう
ではない。実はビクリの息子で、その
名をシェバというエフライムの山地の
出である男が、ダビデ王に手向かった
のだ。この男だけを引き渡してくれた
ら、私はこの町から引き揚げよう。」
女はヨアブに言った。「では、その男
の首を城壁の上からあなたのところに
投げ落としてごらんにいれます。」  
 

20:22 この女は知恵を用いて、民全員
のところに行った。それで彼らはビク
リの子シェバの首をはね、それをヨア
ブのもとに投げた。ヨアブは角笛を吹
き鳴らし、人々は町から散って行き、
それぞれ自分の天幕に帰った。ヨアブ
はエルサレムの王のところに戻った。

平和のための知恵 
 

アベルは、イスラエルの北の国境の所
にある町でした。その位置から、攻撃
されやすい町でもありました(1列王
15:20, 2列王15:29参照)。おそらくそ
れが、この町が知恵を用いて平和的な
解決がなされる場所としてよく知られ
る事になった一つの理由でしょう(2サ
ム20:18)。この学びに出てくる賢い女
は、そのような知恵を現わしました。  
 

シェバの、ダビデに対する反逆が失敗
し、アベルに逃げた時、ヨアブはその
町がシェバに組するのではないかと思
いました。アベルはエルサレムからず
っと離れていたので、ダビデに対する
忠誠心には疑問があったのです。それ
でヨアブは、すぐに町を囲んで、城壁
も倒そうとしました(20:15)。この危機
の時に、一人の女が、知恵をもって素
早い行動に出ました。彼女の言葉と行
動によって、シェバは捕えられ、町は
守られました(20:22)。 
 

信頼関係を築き、良いコミュニケーショ
ンをはかる事の重要性が、この学びの中
に強調されています。 

重要-無名-な女性たち 8

平和に導いた知恵ある女性



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

否定的に見ると... 
 

シェバ以外の皆にとって、この話が
ハッピーエンドに終わった事は、2サ
ム20:14-22の全ての事が良かった事
を意味しているわけではありません。
幸いな事に、包囲攻撃は早く終わり
ました。しかしアベルが一切攻撃を
受けなかったなら、もっと良かった
でしょう。  
 
城壁は痛んだかもしれませんし、は
ねられた首が城壁から投げ落とされ
た光景は、ひどいものだったでしょ
う。考古学によると、この町は２つ
の小さな丘の上に建てられた町のよ
うです。ですから、はねられた首が
ヨアブの所に転がり落ちた様子は、
容易に想像できます。 

 
20:22のシェバの最期は、血まみれで通
りで死んだ12節のアマサほどではない
かもしれませんが、それでも読むに堪え
ないものです。この知恵ある女は、どう
してそのような残酷な事を簡単に言う事
ができたかと、疑問に思ってしまいます
(20:21)。  
 

この話の出来事の流れに関する詳細は、
はっきりしていない事があります。しか
し、それもまた重要かもしれません。知
恵ある女は、すぐに直接ヨアブに話した
のではなかったようです。彼女はヨアブ
の軍が近づくのを見た門の守衛や、城壁
にいた兵隊の一人ではなかったですし、
何が起こっているか、知らなかったでし
ょう。 

A (      )  アベルの町は、信頼できない町だった。

A-1 (     )  シェバは、アベルの町で安全だと感じたかもしれない。

A-2 (     )  アベルはエルサレムよりもツロに近かった。

A-3 (     )  アベルには、おそらく異邦人たちも住んでいた。

A-4 (     )  その賢い女は、自分の忠誠心を示す必要があった。 (20:19)

A-5 (     )  アベルの町の特徴が説明されなければならなかった。(20:18-19)

A-6 (     )  ヨアブはおそらく最初彼女を十分信頼していなかった。(20:16-19)

B (      )  その知恵ある女は、すぐには行動しなかった。

B-1 (     )  包囲網が先に築かれた。(20:15)

B-2 (     )  彼女が語る前に、城壁が攻撃された。

B-3 (     )  城壁を後で修復するのには、たくさんの費用がかかっただろう。

B-4 (     )  おそらく彼女は最初ヨアブを恐れて、話せなかったのだろう。

B-5 (     )  彼女はシェバの事を最初知らなかったかもしれない。(20:19-21)

B-6 (     )  彼女は約束する前に人々を集めなくてはならなかった。(20:21-22)



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

肯定的に見ると... 
 

知恵ある多くの人々は、助言者として働
きました。フシャイとアヒトフェルもそ
うです(2サム17:15)。しかし知恵ある女
もまた、皆の前で良く話す事のできる者
でした。彼女は町の上からヨアブに向か
って叫びました。小さな部屋の会議室で
ではありません。彼女の声は、良く通る
声だったでしょう。 
 

彼女がヨアブに話して、それで終わりで
はありませんでした。彼女は、自分の町
の人々に対して、シェバをどうすべきか
説得しなければなりませんでした
(20:22)。この箇所では直接言及されて
いませんが、それには反対があったかも
しれません。　 

 
シェバが殺され、彼の反逆が終わっ
た事は良い事で、それはヨアブが願
った事でした。しかし知恵ある女の
心にあった事は、彼女の町とそこに
住む人々の事でした。ヨアブが彼女
の言葉に耳を傾けたのは賢い事でし
た。彼は機会を与えずに、町を包囲
して攻撃しようとしたからです。  
 

20:19の知恵ある女の言葉は、ずっ
と前に与えられた、町を攻撃する時
に守るべき原則を反映していました(
申命20:10)。もし異国の町にも降伏
する機会が与えられたなら、イスラ
エルの町にも同じように与えられる
べきではなかったでしょうか？

C (      )  その知恵ある女は、賢く語った。

C-1 (     )  彼女は黙っていなかった。

C-2 (     )  彼女は主について語った。(20:19)

C-3 (     )  彼女はヨアブに、申命記20:10を注意深く引用した。

C-4 (     )  彼女はあらゆる戦いや人を殺す事について反対した。(20:21)

C-5 (     )  彼女は自分の町の人々に、賢く語った。(20:22)

C-6 (     )  彼女は正しい事を、正しい時に、正しく語った。

D (      )  神様は、その知恵ある女を用いて、状況を変えた。

D-1 (     )  町の包囲攻撃は終わった。

D-2 (     )  ヨアブは彼の間違いを認めた。(20:20-21)

D-3 (     )  彼女は１サム25:14-35のアビガイルに似ている。

D-4 (     )  町は彼女の功績に報いた。(20:22)

D-5 (     )  伝道者の書9:13-18の賢い男も、彼女のように話したかもしれない。

D-6 (     )  彼女の知恵ある言葉と行動は自分の家にも祝福となった。(箴言14:1)



ワークシート答え  
 

アベルの町が守られるため、５つの事がな
されなければなりませんでした。第１の事
は、彼女がヨアブと話す事でした。なぜ彼
が町を攻めようとしているのか、尋ねる必
要がありました。彼女は最初シェバの事を
知らなかったかもしれません(B-5)。時間的
には少し遅くなりましたが(B, B-1, B-2)、
彼女はおそらくヨアブを恐れてはいません
でした(B-4)。また彼女は彼と話すのをわざ
と遅らせたのではありません(C-1)。彼女は
影響力のある女性でした。(B-6は不正解) 
 

第２に、彼女はヨアブとの信頼関係を結ば
なければなりませんでした。イスラエルの
中で、反逆がはびこっていた時があったか
らです。それでヨアブは彼女もその町も、
最初はよく信頼していなかったでしょう(A-
6)。彼は彼女の忠誠心を表わす言葉(A-4)、
またその町についての良い事を聞く必要が
ありました(A-5)。(Aの部分は全て正解）  
 

第３に、彼女はヨアブに彼の攻撃計画は間
違いである事を示さなければなりませんで
した。彼女は申命記20:10を引用はしませ
んでしたが(C-3)、その原則を含みました。
ヨアブは彼の間違いを直接認めませんでし
たが(D-2)、彼女の言い分を受け入れて包囲
を止めました(D-1)。 
 

第４に、シェバを殺して町を救う、という
同意に達しました。ここで注目すべき事は、
多くの命が救われましたが、彼女もヨアブ
も、全ての戦いや命を奪う事を悪い事だと
はしていない事です(C-4, ローマ13:4)。 
 

第５に、計画は速やかに実行され、平和が
戻りました(20:22)。（私たちの知る限りで
は、D-4は不正解です。）

それで？ 
 

良いコミュニケーションを持つ事、信頼
関係を築く事、そして聖書的な正しい計
画を立てて実行する事は、アベルの町だ
けではなく、それぞれの家庭の平和のた
めに必要な事です。２サム20:16-22に見
られる平和の原則に従って、「知恵のあ
る女は家を建て」るのです(箴言14:1)。
当時のイスラエルでよく戦いがあったよ
うに、現在の家庭においても様々な戦い
があります。重要な事は、聖書的に平和
を求める事です。 
 

伝道者の書9:13-18に出る貧しい知恵者
もまた、この女性と同じように、５つの
ステップをもって彼の町を救ったのかも
しれません(D-5)。また、左の欄の５つの
ステップは１サム25:14-35のアビガイル
の話に、よりはっきりと現れています。
アベルの女とアビガイルはとても似てい
て、２人とも、平和外交に用いられまし
た(D-3)。  
 

２サムエル記の中心はダビデとその王国
なので、知恵ある女の家族の事は言及さ
れていませんが、もし家族がいたとすれ
ば彼らも助かり、町の他の人々と同じ恵
みに預かったでしょう(D-6)。他の人に良
い事をする時、大抵その恵みは自分の所
にも帰るものです。  
 

今日の学びは、結婚にも適用できる事で
す。結婚生活において、誤解は簡単に起
こるものなので、夫婦の親密さというの
は大事な事です。誤解などの問題が起こ
る時、遠くの壁から叫ぶ事は良いことで
はありません。忠実さと愛を現わしなが
ら、長い信頼関係を築く事が、戦いを避
ける事になります。生活の中で、必要な
赦しと告白は、遅れることなくなされな
ければなりません(エペソ4:26)。

適用
この学びの中で一番重要、また必要と思われる事柄を自分自身に適用しましょう。


